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三重県北部河川中のアルキルフェノール類と

ビスフェノールＡについて（第５報）

佐来栄治，早川修二，山川雅弘

Study of Alkyl phenols and Bisphenol in RiversＡ Ａ

in Northern districts of Mie Prefecture(5th)

Eiji SARAI, Shuji HAYAKAWA and Masahiro YAMAKAWA

平成 年度から 年度にかけて，三重県北部の河川を中心にノニルフェノールなど10 16
のアルキルフェノール類とビスフェノールＡの 物質について環境調査等を行ってき11
た．14年度までの結果については，主にノニルフェノール， オクチルフェノール，4-tert-

ブチルフェノールやビスフェノールＡの４物質が水，底質中から検出され，各物質4-tert-
． ，とも水中濃度に比べ底質中濃度が高く底質に蓄積されていることなどを報告した 今回

， 年度の環境調査結果とこれまでの調査結果をまとめた．また，河川中でのノニル15 16
フェノール， オクチルフェノールの挙動を検討するために分配試験を行ったのであ4-tert-
わせて報告する．

キーワード：環境ホルモン，ノニルフェノール， オクチルフェノール，ビスフェノ4-tert-
ールＡ，水中濃度，底質中濃度，分配試験

はじめに

筆者らは，平成 年度より人や野生動物の内10
分泌作用を攪乱し，生殖機能障害，悪性腫瘍等

を引き起こす可能性のある外因性内分泌攪乱物

質いわゆる環境ホルモンについて，環境省，国

土交通省による全国調査，県による調査の対象

になっていない三重県北部の河川を中心に調査

を行ってきた ．その後，平成 年度まで三１～６） 16
重県北部の三滝川，大井の川，鈴鹿川，金沢川

の 河川についてビスフェノールＡ（ ）お4 BPA
よびノニルフェノール（ ）等のアルキルフェNP
ノール類の河川水，底質中の調査を継続して行

ってきた．今回，これまでの河川調査で検出頻

度・濃度の高かった ， ， オクチルNP BPA 4-tert-
フェノール（ ）について大井の川，金4-t-Octyl
沢川を中心に河川水，底質中の経年変化や水中

濃度と底質中濃度の関係の検討， のNP,t-Octyl
水中から底質中への蓄積について分配試験を行

ったので報告する．

方 法

１．調査対象河川及び調査時期

三重県北部に位置する，三滝川，大井の川，

鈴鹿川，金沢川の下流部（図１ 参照）の４地

点ついて水・底質のサンプリングを行った．

調査は，北部を中心に平成 ～ 年度にわ10 16
たって行ってきたが，平成 年度と平成 年10 11

図１ 調査対象河川の位置とサンプリング地点













度分布の比較を行った．図５に示したとおり，

大井の川に比べて金沢川の底質の方が細かい粒

子が多い傾向にあった．

また，表４に示した有機物量の指標である強

熱減量も大井の川に比べ金沢川の方が高く，底

質への ， の吸着力は金沢川の方が強NP 4-t-Octyl
いように考えられた．これらことから，金沢川

に比べて大井の川の の底質中濃度がお4-t-Octyl
よそ 倍高い原因はわからなかった．38

２．分配試験結果

金沢川に比べて大井の川の 底質濃度4-t-Octyl
がおよそ 倍高い原因を明らかにするために，38

75 m 4-t-Octyl両河川の μ 以下の底質を用いて

と 分配試験を行った．図６に大井の川，金NP
沢川の底質 ， ， ， に精製水を100 250 500 1000mg
加え，それぞれに μ ， μ を4-t-Octyl 1.5 g NP 8 g
添加し１時間振とうした時の水，底質中の存在

量(μ )を示した． ， の水中残存量g 4-t-Octyl NP
は，若干大井の川に比べて金沢川が高い傾向に

あった．また，底質吸着量は逆に若干金沢川に

比べて大井の川が高い傾向にあった．図７に底

質 に対し， ， の添加量を変え500mg 4-t-Octyl NP
て同様に水，底質中の存在量の測定を行った結

果を示した．前の結果と同様，水中残存量は金

沢川が，底質吸着量は大井の川が高い傾向にあ

った．今回の分配試験の結果，金沢川に比べて

大井の川の底質に ， が若干吸着し易4-t-Octyl NP
いことがわかっが， 倍高い原因まではわから38
なかった．

ま と め

平成 年から ， ， など 物10 NP 4-t-Octyl BPA 11
質について三重県北部の河川を中心に調査を行

って来た．今回，これまでの調査について大井

の川，金沢川を中心にまとめた結果下記のよう

な知見が得られた．

） ， ， ，１ の対象物質中の主に11 NP 4-t-Octyl BPA
， ．4-t-Butyl 4の 物質が水 底質中から検出された

２）調査対象河川の中で ， の水，底4-t-Octyl NP
質中検出頻度や濃度の高かった大井の川，金沢

川の ， について経年変化を見ると調4-t-Octyl NP
査開始後減少傾向にあった．

３） ， ， の河川水中濃度と底質NP 4-t-Octyl BPA
中濃度を比較したところ，各物質とも水中濃度

に比べ底質中濃度が高く底質に蓄積されている

ことがわかった．特に，大井の川の に4-t-Octyl
ついて河川水中濃度に比べ 倍底質中濃度38,000
が高く他の物質と挙動が違った．

４）大井の川の ， の底質への蓄積挙NP 4-t-Octyl

動をあきらかにするために分配試験を行ったと

ころ金沢川の底質に比べ大井の川の底質は，粒

度分布，強熱源量からの予測に反して ，NP
を若干吸着し易いことがわかった．4-t-Octyl
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